
 

 

 

 

 

 

  

   寒い日が続いています。外では、厚手の外套がなくては過ごせない感じです。それでも、子供たちは休み時

間になると元気よく校庭に飛び出してきて遊んでいます。 

   令和 5 年がはじまりました。春にはコロナが５類になるような話も

出てきています。昨年以上に良い年になることを大いに期待していま

す。 

≪3学期始業式≫ 

  1月 10日火曜日、3学期が始まりました。久しぶりの登校は、冷たい北風の吹く中での登校となりました。

両手に荷物をいっぱい抱えている子もいましたが、どの子もしっかりと登校してきていました。「３学期はまと

めの学期となります。この１年間の学習や活動を振り返って、しっかりまとめをしていってほしい。」と始業式の

中で話をしました。充実した 3学期を送り、4月からの進学、進級に備えてもらえればと思っているところです。 

 

≪いじめのない学校へ ～人権教室～ ≫ 

1月25日水曜日、全クラスを対象に「人権教室」を開

きました。これは白根東小学校からいじめをなくすという

願いのもと、すべての人が一人一人幸せになる権利を持

っているという人権の理念に基づいて、人権擁護委員の

皆さんによって行われたものです。当日は 10 名の人権

擁護委員の皆さんに来ていただき、それぞれ分かれて各

教室で授業を行っていただきました。お友達のお誕生日

の日に手作りのプレゼントを渡したことをきっかけにして

いじめが起きてしまったことを題材にした DVD を見た後

にみんなで意見を交換しました。その中で、いじめられて

いる子がすごく悲しい気持ちや、つらい気持ちに

なっていることや、いじめた子は、いじめているこ

とに気づいていないことや、いじめをいじめで仕

返ししても解決できないことや心から素直に謝っ

て仲直りできたことや周りで見ているだけの友達

もいじめられている子を傷つけていることなどに

気づくことがでました。子供たちの感想を見てみると、「いじめは絶対やってはいけないことがわかった。」「い

じめは、いじめを見ていただけでもいじめになることがわかったので、今度からは声をかけようと思った。」「い

じめは、いじめている人が自分がいじめていることに気づかないでいるということがわかった。だからこそ、い

じめられている本人やそのことに気づいた周りの人が声を出さなければいけないとわかった。」など多くの大

切な学びがありました。今日の人権教室で学んだことを活かして、これからもいじめのない白根東小学校を全

児童、全職員でつくっていきます。 
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